
一般会計予算の状況

令和４年
３月定例会

　
令
和
４
年
３
月
定
例
会
は
２
月
18
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
案
８
件
、
３
年
度
補
正
予
算
案
４
件
、
４
年
度
当
初
予

算
案
８
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
事
務
組
合
の
規
約
変
更
１
件
、
諮
問
案
件
２
件
、
議
員
提

出
に
よ
る
規
則
改
正
案
１
件
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
抗
議
す
る
決

議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
５
億
３
０
０
０
万
円（
3.4
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
0.3
％
減
の
62
億
８
３
０
２
万
５
千
円

主
な
事
業
は
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
学
習
支
援
ソ
フ
ト
の

導
入
、
若
年
層
の
市
内
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、
公
共
施
設
の

W
i-

F
i

環
境
の
整
備
、
雨
水
流
域
貯
留
施
設
の
設
計
、
駅
東
口
公
衆
ト
イ
レ
の
建
設
な
ど
。

歳 入歳 出

特 別 会 計

（水道事業および公共下水道事業を除く）※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

自主財源合計
48.1％

依存財源合計
51.9％

市税
39.4％

その他 
自主財源
8.7％

総務費
12.5％

民生費
41.5％

歳出
159億
4千万円

歳入
159億
4千万円

衛生費
9.2％

土木費
9.0％

消防費
5.8％

教育費
9.5％

公債費
8.6％

その他
3.9％

地方
交付税
16.7％

国県
支出金
21.6％

市債
3.6％

その他 
依存財源
10.0％

会　　計　　名 予　算　額

国民健康保険特別会計 5,927,542

後期高齢者医療特別会計 806,679

介 護 保 険 特 別 会 計 4,308,814

農業集落排水事業特別会計 36,159

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 288,281

合　　計 11,367,475

歳出性質別　　　( 単位：千円 )
　( 単位：千円 )

区　　分
令和 4年度

予算額 小計(割合)

義務的経費
人 件 費 3,137,174

8,399,746　
(52.7％）

扶 助 費 3,886,299
公 債 費 1,376,273

投資的経費 普通建設事業費 525,688 （3.3％）

その他経費

物 件 費 2,872,145

7,014,566　
(44.0％）

維 持 補 修 費 84,444
補 助 費 等 2,055,459
繰 出 金 1,836,102
積 立 金 104,915
貸 付 金 31,501
予 備 費 30,000

合 　　計 15,940,000

一 般 会 計

159億4,000万円 前年度比
3.4%増（ （

令和４年度　一般会計予算成立
一般会計
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月
１
日
以
降
の
契
約
に
基
づ
く
新
築

ま
た
は
売
買
に
よ
り
取
得
し
た
住
宅

で
あ
る
こ
と
、
居
住
面
積
75
㎡
以
上

で
あ
る
こ
と
、
交
付
対
象
者
及
び
そ

の
配
偶
者
、
こ
の
二
方
と
も
継
続
し

て
１
年
以
上
市
外
に
居
住
し
、
初
め

て
住
宅
取
得
に
伴
い
当
市
に
転
入
し

て
い
る
こ
と
、
転
入
し
て
く
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
地
方
財
政
計
画
に
よ

り
ま
す
と
、
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
と
公
共
施
設
の
脱
炭
素
化
の

取
組
等
の
推
進
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、本
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環

境
整
備
や
ウ
ェ
ブ
版
水
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
運
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
専
門

員
の
配
置
等
に
係
る
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

脱
炭
素
化
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
電

気
自
動
車
急
速
充
電
器
の
更
新
、
環

境
に
配
慮
し
た
公
用
車
２
台
分
の
購

入
、
防
犯
灯
・
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
改
修
、
生
ご
み
処
理
容
器
等
助
成

金
・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
の
補
助
・
稲
わ
ら
焼
却
対
策
事

業
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
関
係
の
令
和
３
年
度
補
正

予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

報
酬
83
万
６
千
円
、
需
用
費

８
８
０
万
５
千
円
、
役
務
費
２
７
６

６
万
７
千
円
、
委
託
料
５
億
６
７
５

０
万
７
千
円
、
使
用
料
及
び
賃
貸
料

２
７
８
５
万
６
千
円
、
備
品
購
入

費
１
５
０
万
円
、
こ
の
ほ
か
人
件

費
・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等

５
６
１
７
万
３
千
円
で
す
。

　

雨
水
流
域
貯
留
施
設
整
備
設
計
業

務
委
託
料
８
１
７
万
４
千
円
に
つ
い

て
、
貯
留
施
設
の
場
所
及
び
役
割
を

伺
い
ま
す
。

　

場
所
は
日
本
保
健
医
療
大
学
幸
手

北
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
庭
で
す
。
大
雨

時
に
河
川
に
一
気
に
流
れ
込
む
水
を
一

時
的
に
貯
留
、
浸
透
さ
せ
る
も
の
で
、

流
域
内
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
効
果
的
な
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

し
あ
わ
せ
家
族
ウ
ェ
ル
カ
ム
補
助

金
３
０
０
万
円
の
目
的
や
給
付
条

件
、
注
目
を
集
め
る
た
め
の
仕
掛
け

方
法
を
伺
い
ま
す
。

　

若
年
層
の
定
住
を
促
進
し
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

若
者
夫
婦
世
帯
の
市
内
へ
の
移
住
・

定
住
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
補

助
金
の
交
付
条
件
は
、
令
和
４
年
４

本会議質疑内容 

令
和
４
年
３
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

質

疑

質

疑

質

疑

質

疑

答

弁

答

弁

答

弁

答

弁

四
本
　
奈
緒
美
議
員

坂
本
　
達
夫
議
員

武
藤
　
壽
男
議
員

賛
成
討
論

　

幸
手
市
地
域
防
災
計
画
の
改
定
は
、

女
性
の
視
点
・
意
見
を
活
か
し
た
「
誰

１
人
取
り
残
さ
な
い
」
S
D
G
s
の

理
念
に
沿
う
策
定
を
期
待
す
る
。
公

共
施
設
へ
の
無
線
L
A
N
設
置
は
、

防
災
体
制
の
整
備
と
共
に
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
に
も
寄
与
す
る
。
公
明
党

は
こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　

こ
の
予
算
に
は
、
就
学
前
の
子
供
を

養
育
す
る
世
帯
に
幸
手
産
米
を
支
援

す
る
事
業
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
習
す
る

児
童
・
生
徒
に
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
導

入
す
る
事
業
、
若
者
夫
婦
世
帯
が
転

入
し
、
住
宅
を
取
得
す
る
際
の
費
用
を

補
助
す
る
事
業
が
あ
る
。
若
い
人
、
若

い
世
帯
を
援
助
し
て
お
り
、
評
価
す
る
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
き
ま
す
。
財
源
確
保
を
図
り
な
が

ら
職
員
の
皆
様
に
は
公
務
員
と
し
て
の

責
任
と
市
民
の
皆
様
に
奉
仕
す
る
誇

り
を
持
っ
て
、
英
知
を
結
集
し
創
意
と

工
夫
を
さ
れ
、
可
能
な
限
り
市
政
を

進
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
期

待
を
も
っ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

▲ 接種会場

(

議
案
第
10
号)  

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

(

議
案
第
14
号)  

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

予
算
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定例会報告

　幸手市議会では、今回のロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵害に抗議する
とともに、世界の恒久平和の実現に向け、ロシア軍の即時の攻撃停止と、完全かつ
無条件での撤退を強く求め「ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議」
を全会一致で可決いたしました。
　また、幸手市議会議員互助会から「ウクライナ人道危機救援金」として 10 万円を、
日本赤十字社埼玉県支部へ寄付を行いました。

▲ 就学前の子どものいる世帯に幸手産米が届きます ▲ 駅東口エレベーターわきにトイレが出来ます（イメージ）

「ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議」
を全会一致により可決しました。

令和４年度　新規事業

ハッピー・スマイ(米)ル推進事業の経費 9,161千円

実用英語検定団体検定料の補助 1,863千円

ＩＣＴ教育専門員配置に係る経費 1,431千円

ＧＩＧＡスクール用学習支援
ソフトに係る経費

24,420千円

産婦健診の経費 2,300千円

電気自動車急速充電器更新の経費 3,500千円

環境に配慮した公用車購入の経費 9,374千円

さくらねこ無料不妊手術事業
啓発の経費

100千円

Ｗｅｂ版水害ハザードマップ
運用の経費

510千円

防災行政無線の整備の経費 5,563千円

公共施設への公衆無線ＬＡＮ
設置の経費

17,887千円

庁舎建設基金への積立 100,000千円

農業振興地域整備計画基礎調査の経費 8,932千円

市道 1-1 号線道路舗装工事の経費 100,000千円

市道2-13号線道路舗装工事の経費 36,000千円

市道 2356 号線道路舗装工事の経費 23,500千円

上船渡橋架換事業の負担金 31,129千円

雨水流域貯留施設整備設計業務
委託の経費

8,174千円

第３ポンプ場ポンプ交換工事の経費 85,000千円

大中落流域水路設計業務委託の経費 4,000千円

都市計画基本図更新の経費 19,492千円

ＬＥＤ公園灯整備工事の経費 5,550千円

駅東口公衆トイレ建設工事の経費 40,000千円

総合振興計画後期基本計画策定
に係る経費

6,251千円

若者夫婦世帯への住宅取得費用
の補助

3,000千円

（4）〔市議会だよりさって〕No.102




